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ソーシャルワーク演習Ⅰ 121676A101 1単位

川﨑 順⼦（福・福）、⽇⽥ 剛（福・福）、⻄⽥ 美⾹（福・福） 30 ○

臨床福祉学科・スポーツ健康福祉学科・臨床⼼理学科（2年） 選択

2022年度前期 演習

 ソーシャルワークの知識と技術に係る他の科⽬との関連性も視野に⼊れつつ、社会福祉⼠・精神保健福祉⼠に求められるソーシャルワ
ークの知識と技術について、実践的に習得するDP(3)。

 専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を涵養する。
  ソーシャルワーク演習Ⅰでは、基本的な援助者としてのあり⽅を問い、価値観の相違や⾃⼰理解、他者理解を通して⾃⼰覚知を⾏うと

ともに、基本的な⾯接技術・コミュニケーション技法を習得するDP(4)。
  授業は、個別指導ならびに集団指導を通して、具体的な援助場⾯を想定した実技指導（ロールプレイ等）を中⼼とする演習形態で⾏う

CP2(11)。

１）⾃⼰覚知を⾏い、⾃⾝の援助者としてのあり⽅が説明できる。
２）基本的なコミュニケーション技術を習得する。

 ３）基本的な⾯接技術を習得する。
 ４）フィールドワークを通して⾯接体験を試みる。

   ＊⽊城町連携推進事業により実践場⾯で体験する。
 

科⽬担当（川﨑・⽇⽥）は、いずれも相談援助の実践現場（医療や福祉）5年以上の経験に基づき、相談援助における基本的⾯接技術を
修得することを⽬的として授業を⾏う。

授業中における演習実施中の態度50%、レポート課題などを50%とし、統合的に評価する。

社会福祉⼠・精神保健福祉⼠資格取得予定者は履修すること
履修を可能とする関連科⽬の履修条件が設定されているため、該当科⽬を確認すること

 演習授業では、⾃ら積極的に発⾔・⾏動し、メンバーの⼀⼈としての責任を⾃覚した⾏動をすること。
 授業前後に 関係する項⽬のトピックを予習する。⽅法は 図書館のジャーナル、福祉新聞、⼀般の全国紙などを⽤いる。⼀コマにつき

4時間程度の予習復習をすること。
 

各教員のオフィスアワーに准する。講義前後の可能な時間(⾮常勤講師)

1 1) 【オリエンテーション「演習」のねらいと進め⽅について】
 演習メンバーのグルーピングを⾏い演習のねらいと進め⽅を理解する。

演習 全員

2 1)2) ソーシャルワークに求められる基本的知識と技術について理解する。 演習 全員

3 1)2) ⾃⼰覚知① ⾃⼰紹介・他者紹介を通して⾃⼰観察を⾏い、⾃分を理解する。 演習 全員

4 1)2) ⾃⼰覚知② ライフストーリーを振り返り、他者の存在との関係から⾃分理解を深める。 演習 全員

5 1)2) ⾃⼰覚知③ 他者との価値観の違いを学び、、⾃⾝の価値観と専⾨職としての価値観の置き⽅を理解
する。

演習 全員

6 1)2) コミュニケーション技法①
コミュニケーションの基本形を体験的に理解する。（⾔語的・⾮⾔語的） 

演習 全員

7 1)2) コミュニケーション技法②  基本的応答技法を理解する。 演習 全員

8 1)2) コミュニケーション技法③ ⾯接における傾聴・共感の意味と⽅法を理解する。 演習 全員

9 1)2)3) ⾯接技術① 相談援助における⾯接の⽬的と特性を理解する。  演習 全員

10 1)2)3) ⾯接技術② 基本的な⾯接の展開を理解する。 演習 全員

11 1)2)3) ⾯接技術③ 具体的な⾯接場⾯を想定し、模擬⾯接を試みる。 演習 全員

12 4) 具体的場⾯による実践①
 フィールドワークを通して対⼈援助コミュニケーション技法を試みる。

演習 全員

13 4) 具体的場⾯による実践②
 フィールドワークを通して⾯接の展開を試みる。

演習 全員

14 4) 具体的場⾯による実践③
 フィールドワークを通して対⼈援助の技法を習得する。

演習 全員

15 1)2)3)4) 【授業のまとめと振り返り】
 基本的⾯接技術の習得状況を評価し、前期演習を振り返る。

演習 全員

講義時に配布するプリントなどを使⽤する。

講義時に配布するプリントなどを使⽤する。


